
 

 

 

図9 地域別事業所数の構成比(従業者４人以上) 

２ 事  業  所  数 

＊ 事業所数は１万8681で、前年と比較すると357(△1.9％)減少 

 ＊ 従業者規模別では｢４～９人｣規模の減少が最も大きい 

 

(1) 産業別の状況 

産業別にみると、｢印刷・同関連業｣が3723事業所(構成比19.9％)で最も多く、次いで「金

属製品」が2392事業所(同12.8％)、｢一般機械｣が2352事業所(同12.6％)となっている。 

前年と比較すると、｢その他｣が43事業所(4.5％)、｢情報通信機械｣が25事業所(10.9％)など

11産業で増加し、｢金属製品｣が174事業所(△6.8％)、｢一般機械｣が107事業所(△4.4％)、｢印

刷・同関連業｣が79事業所(△2.1％)など13産業で減少した。  

（図8、付表１） 

 (2) 従業者規模別の状況 

従業者規模別にみると、｢４～９人｣が１万900事業所(構成比58.3％)、｢10～19人｣が4265事

業所(同22.8％)、｢20～29人｣が1819事業所(同9.7％)となっており、この３区分で全体の９割

を占めている。 

前年と比較すると、｢10～19人｣が111事業所(2.7％)､｢20～29人｣が67事業所(3.8％)､｢100～

199人｣が20事業所(8.9％)など6区分で増加したが、その他の4区分では減少した。減少数では、

｢４～９人｣が538事業所（△4.7％）で他の区分より大きい。 

（付表２） 

(3) 地域別の状況 

地域別にみると、区部が１万4916事業所(構成比79.8％)、市部が3355事業所(同18.0％)、

郡部が364事業所(同1.9％)、島部が46事業所(同0.2％)となっている。 

区市町村別にみると、区部では、大田区が2066事業所(同11.1％)で最も多く、次いで足立

区が1325事業所(同7.1％)、墨田区が1265事業所(同6.8％)となっている。 

市部では、八王子市が738事業所(同4.0％)で最も多く､次いで青梅市が320事業所(同1.7％)

となっている。 

        全体に減少傾向が続いており、減少数では大田区が96事業所(△4.4％)で最も大きく、次

いで飾区が87事業所(△6.8％)、荒川区が85事業所(△9.2％)となっている。 

                                                               （図９、付表３） 

 

 
図8 産業中分類別事業所数の構成比 

(従業者４人以上) 
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